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1.	
 背景 
	
 日本の食料自給率は約 40％と他の先進国に比べて低く、諸外国からの輸入に依存している[1]。
この原因として日本農業の国際競争力が低いことが考えられる。また、2011年 3月の東日本大

震災が引き起こした大規模停電により、夜間の移動や救出は困難を極めた。宇宙にある既存の

エネルギーを人工衛星をもちいて地上で得ることでこれらの問題に対応できると考えた。 

2.	
 ミッション作成の条件 
	
 上記の背景よりエコなエネルギーを用いた解決策として、宇宙から太陽光をそのまま地球に 
送り光として利用する。この方法では以下のようなメリットが挙げられる。 

•太陽光は常に降り注ぐので時間に関係なく使える 
•太陽光を照明としてそのまま使える 

•農業が発展する 
•光を直接使うため、エネルギーの変換を要する太陽光パネル等よりも 効率的 

•宇宙で発電する場合に比べて輸送費や建設費が比較的低コストで済む 

3.	
 ミッションの目的 
	
 本ミッションの目的は宇宙太陽光送光システム衛星の実証である。このミッションにおいて

考えられる利用方法を 2つ、以下に示す。 

3.1.	
 促成栽培農法への利用 
  近年、日本農業の輸入依存と国際競争力の低調が問題となっている。競争力を高めるために

「生産量を増やす」「生産コストを下げる」ことが必要である。その方法として宇宙太陽光送

光システムの利用を提案する。 

・宇宙太陽光送光システムを利用した促成栽培（電照栽培） 

	
 宇宙太陽光送光システムは大規模な電照栽培を可能にし、土地利用度による土地生産性を向

上させる。また、太陽光の使用によって電照に必要な設備費と電気代の削減が可能となり、生

産コストを抑えることができる。 

3.2.	
 災害緊急時の照明としての利用	
  
	
 東日本大震災の直後、道路損傷等で電気供給は困難な状況にあった。そこで宇宙太陽光送光

システムを利用すると、以下のようなメリットが挙げられる。 
・被災地に「光」を「光」として届けることで、地上が電力供給の行えない状態おいても即応

し、迅速な救助活動を行える。 
・災害発生時に被災者が迅速かつ安全に避難できる光量を確保し二次災害による被害を抑える。 

・被災者の避難生活や心理的支援に役立てる。 



 

 

4.	
 宇宙太陽光送光システム衛星の概要 
	
 本ミッションの概要を示す。太陽光を衛星の鏡で反射し、その光を直接地球上へ送る（図

1）。衛星は常に太陽光を確保できる位置におり、昼夜関係なく光を好きな場所へ供給できる。 

4.1.	
 衛星ミッション部 
	
 衛星ミッション部の詳細を示す（図 2参照）。衛星全体の形状は半径約 11mの円形で鏡の面

積は約 350m2、全体の重さは約 7.8t（鏡約 2t，バス部約 5.8t）である。また光量を調節するため
の集光システムや反射のオンオフを切り替えられる反射率変換システム、反射する波長の選択

などを目的としたフィルタリングなどの機構を取りいれる。 

4.2.	
 衛星バス部 
	
 衛星バス部[2]を構成するサブシステムを以下に示す。 

・電源系：太陽光パネル、バッテリ発電量は 3m2で 1kW。 

・通信系：アンテナ（小型アンテナ） 
・姿勢制御系：三軸で制御するリアクションホイール、スラスタ、燃料 

・データ処理系：データレコーダー・CPU（2系統冗長系 CPU）等 
・構造系：円筒形構体 

4.3.	
  軌道 
	
 準天頂軌道を用いる。（準天頂軌道の近地点・遠地点は、“準天頂衛星みちびき”を参照に約
32000km・39000kmと設定した[3]） 

 
図 1	
 衛星を利用して直接光を送る 

 
図 2	
 衛星の概要、各システム 

5.	
  結論 
	
  宇宙太陽光送光システムを構築することによって、日本農業の輸入依存と国際競争力を改善

できる。そして緊急災害時に即応し、被災地を照らすことで夜間の安全性を確保し二次被害の

拡大を抑える、同時に救助活動の補助に役立てる。 

	
 以上、この 2点が「太陽光反射衛星 SOLAR‐M～ピカリ～」によって実現する。 

これらのミッションを我々は提案する。 
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